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国内スタートアップ支援事業の成果及び今年度事業について 

愛知県は、2018 年 10 月に「Aichi
ア イ チ

-Startup
スタートアップ

戦略」を策定し、この戦略に基づき、スタートア

ップ・エコシステムの形成・充実に努めています。 

こうした中で、昨年 10 月には、日本最大のスタートアップ支援拠点である「STATION
ステーション

 A i
エーアイ

」

（名古屋市昭和区）が開業しました。３日間にわたって開催されたオープニングイベントには

約 4,000 名が来場し、華々しい幕開けとなりました。 

STATION Ai では、現在スタートアップ約 500 社、事業会社や大学などのパートナー企業約 320

社が会員となっており、スタートアップに必要な施設機能と支援プログラムを、ワンストップ・

ワンルーフで提供するとともに、スタートアップとパートナー企業のオープンイノベーション

を促進することで、革新的な事業の創出を図っています。 

この度、STATION Ai を始めとする国内スタートアップ支援事業の成果及び今年度事業につい

て、別添のとおりお知らせします。 

(参考) 国内スタートアップ支援事業の一覧について                      

事業名 ステージ

（※） 

内 容 

１ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ａ
ｉ 

事
業 

(１) 包括型支援 

（会員を対象に提供する支援） 

Seed 

～  

Expansion 

・メンター、コミュニティマネージャーに

よる、相談・支援等の総合支援 

・人材採用支援 

・ギルドの運営や勉強会、ピッチイベント

の開催によるコミュニティの構築 

・「STATION
ステーション

 A i
エーアイ

 Central
セ ン ト ラ ル

 Japan
ジ ャ パ ン

 1 号ファ

ンド」によるスタートアップへの投資 

(２) 特化型支援 

（主に会員を対象に経営課題や成

長フェーズにごとに特化して提供

する支援） 

Seed 

Early 

・社会人向け起業家育成プログラム

「ACTIVATION
アクティベーション

 Lab
ラ ボ

」 

・学生向け起業家育成プログラム「STAPS
スタップス

」 

・プレシード向け支援プログラム「STATION
ステーション

 

A i
エーアイ

 Catapult
カ タ パ ル ト

」 

・重点領域プログラム 「Aichi
ア イ チ

 

Manufacturing
マニュファクチャリング

 Acceleration
ア ク セ ラ レ ー シ ョ ン

 

Program
プ ロ グ ラ ム

」・「Aichi
ア イ チ

 G X
ジーエックス

 

Acceleration
ア ク セ ラ レ ー シ ョ ン

 Program
プ ロ グ ラ ム

」 

・オープンイノベーション支援プログラム

「SKIP
スキップ

 Focus
フォーカス

」 

 



2 
 

事業名 ステージ

（※） 

内 容 

２ 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成 

事
業 

 

裾
野
拡
大 

(１) あいちスタート 

アップスクール 
－ 

小中高生を対象に、模擬会社設立ワークショップ

など、各世代に応じた起業家育成プログラムを実

施 

資
金
調
達
支
援 

(２) AICHI
ア イ チ

 STARTUP
スタートアップ

 

BATTLE
バ ト ル

 

Seed 

 

起業確度が高い者等を対象として、知見・資金両

面でサポートする、起業支援一体型の起業家ビジ

ネスプランコンテストを実施 

(３) AICHI
ア イ チ

 NEXT
ネクスト

 

UNICORN
ユ ニ コ ー ン

 LEAGUE
リ ー グ

 

Seed 

Early 

成長見込みの高い創業初期のスタートアップを

対象に、ピッチコンテストを開催し、事業推進に

必要となる資金を提供 

(４) あいちスタート 
アップ創業支援事業費

補助金（起業支援金） 

Seed 

 

県内で新たに起業する者等に対し、創業に関する

資金を補助するとともに、事業成長に向けた伴走

支援を実施 

(５) 東海研究開発 

1 号投資事業有限責任

組合への出資 

Seed 

～  

Expansion 

名古屋大学と岐阜大学を運営する東海国立大学

機構の孫会社である株式会社  Central
セ ン ト ラ ル

 Japan
ジ ャ パ ン

 

Innovation
イ ノ ベ ー シ ョ ン

 Capital
キ ャ ピ タ ル

が組成する「東海研究開発 1
号投資事業有限責任組合」への出資 

成
長
促
進
支
援 

 

(６) AICHI
ア イ チ

  

DEEPTECH
ディープテック

 LAUNCHPAD
ロ ー ン チ パ ッ ト

 

Seed 

Early 

破壊的イノベーションを創出し、社会課題を解決

する可能性が高いディープテックスタートアッ

プの技術の社会実装支援及び、有望なディープテ

ックスタートアップが連続的に創出されるエコ

システムの形成 

(７) ダイバーシティ 

推進事業（2025 年度新

規） 

Seed 

～  

Expansion 

多様な人材の集積と交流を通じたイノベーショ

ン創出を目的に、女性起業家支援等のダイバーシ

ティを推進するプログラムを実施 

イ
ベ
ン
ト 

(８) TechGALA
テ ッ ク ガ ラ

 Japan
ジ ャ パ ン

 - 

本県のスタートアップ・エコシステムの魅力をグ

ローバルに発信するため、国内外のスタートアッ

プ、事業会社、投資家等が一堂に会するグローバ

ルイベントを開催 

外
部
機
関
連
携 

(９)県内連携 

 (STATION Aiパートナ

ー拠点事業) 

- 

愛知県内各地域において、主体的にスタートアッ

プ支援に取り組む機関等を STATION Ai パートナ

ー拠点と位置づけ、県内全域にわたるスタートア

ップ・エコシステムの形成を促進 

(10)県外連携 

※国外機関を除く 
- 

東京都及び京都大学イノベーションキャピタル

株式会社との連携協定を通じて、県外の優れた知

見を積極的に取り入れ、スタートアップ支援の質

をさらに高め、イノベーションの創出を加速 
※ スタートアップの成長ステージについて 

【Seed
シード

】…創業期。コンセプトやビジネスモデルは存在するが、具体的な製品やサービス 

自体は未完成の状態。 

【Early
アーリー

】…事業化初期。製品やサービスを実際に開発し、リリースを始めた状態。 

【Expansion
エクスパンション

】…成長期。製品やサービスの販売が軌道に乗り、黒字化が見えてきた状態。 
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国内スタートアップ支援事業の成果及び今年度事業について 

 

１ STATION Ai 

STATION Ai では、現在スタートアップ約 500 社、事業会社や大学などのパートナー企業

約 320 社が会員となっています。スタートアップに必要な施設機能と支援プログラムをワ

ンストップ・ワンルーフで提供することで、開業５年後をめどにスタートアップ 1,000 社

の集積を目指しており、世界最大のスタートアップコミュニティを形成していきます。 

世界でも最先端の技術・ノウハウを保有するモノづくり企業や大学等をパートナー企業

として STATION Ai へ誘引し、スタートアップとのオープンイノベーションを促すことで、

新たな価値創造を図っています。 

STATION Ai の開業に先立ち、WeWork
ウィーワーク

グローバルゲート名古屋（名古屋市中村区）内に設

置された「PRE
プ レ

-STATION
ステーション

 A i
エーアイ

」において、2021 年度から STATION Ai の開業までの期間、会

員スタートアップに対して事業の伴走支援を実施しました。 

2024 年 10 月 31 日から 11 月 2 日にかけては、STATION Ai の開業を記念したオープニン

グイベントを開催し、愛知県と連携する海外支援機関や大学等の関係者を始め、約 4,000

名の方々に御来場いただき、華々しい門出を迎えることができました。 

開業後は、STATION Ai の運営を担う STATION Ai 株式会社が、成長ステージに応じた多

様な支援プログラム等を提供しています。 

 

(１) 包括型支援 

◎ 2024 年度事業概要 

① 相談・支援業務の実施 

スタートアップに対して、起業準備、資金調達、マーケティング、販路開拓、ファ

イナンス、法務、知的財産施策等の相談対応を実施。STATION Ai 開業後は、スター

トアップに加え、事業会社や行政機関等に対する相談対応を実施。 

② スタートアップの人材採用支援の実施 

スタートアップで働きたい社会人や学生・フリーランスの人材プールの構築や、大

企業人材に対するスタートアップへの研修出向の斡旋、スタートアップとの人材マッ

チングイベントの開催を通じて、人材採用を支援。 

③ ギルドの運営や勉強会、ピッチイベントの開催によるコミュニティの構築 

会員同士が支援し合うコミュニティ「ギルド」の運営、起業成功者等を講師とした

勉強会や外部の事業会社等を招待したスタートアップのピッチイベントを開催し、

STATION Ai 会員内外のコミュニティを構築。 

④ STATION Ai Central Japan 1 号ファンドによるスタートアップへの投資実行 

STATION Ai 株式会社を GP※１とし、ソフトバンク、愛知県、名古屋市、地域の金融機

関や事業会社等が LP※２として出資する STATION Ai Central Japan 1 号ファンドによ

り、STATION Ai 会員に対する投資を通じて、スタートアップの資金調達を支援。 

※１ GP（General Partner 無限責任組合員）：ファンドの運営者 

※２ LP（Limited Partner 有限責任組合員）：投資資金の出し手 

別添 
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◎ 事業の成果 

項目 内 容 

包括型支援による

成果 

 

 

 

・イベントの実施 326 件（専門家による相談会（オフィスアワ

ー）を含む） 

・資金調達件数 56 件 

・起業件数 19 件 

・人材採用実績 11 件 

 

◎ 具体的な成果事例 

１ 

「STATION Ai Central Japan 1 号ファンド」から投資を受けた、世界でも珍しい

「狭くて、暗くて、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した世界最小級の

ドローンの開発及び画像データを解析し顧客に提供するインフラ点検・維持管理ソリ

ューションを提供する株式会社Liberaware
リ ベ ラ ウ ェ ア

(千葉県千葉市）が、東証グロース市場に

新規上場。 

２ 

STATION Ai で開催したスタートアップ採用特化の人材マッチングイベント

「INNOVATION
イ ノ ベ ー シ ョ ン

 JOB
ジョブ

 FAIR
フ ェ ア

 2 0 2 4
ニセンニジュウヨン

 STARTUP
スタートアップ

 DAY
デ ィ

 AICHI
ア イ チ

」において、22 社のスタート

アップが出展し、11 名の人材を採用。 

 

◎ 2025 年度事業について 

2024 年 10 月のグランドオープンを経て本格的な事業展開を開始し、スタートアップ

への伴走支援を一層強化するとともに、製造業を始めとする県内事業会社等との連携に

よるオープンイノベーションの創出を図っていきます。さらに、アジアのイノベーショ

ンハブとしての機能を高めるため、次世代のイノベーションを育む場としての役割を果

たしていきます。 

内 容 対象者 実施頻度 実施期間 

各種相談（起業準備、資金調達、マ

ーケティング、販路開拓、ファイナ

ンス、法務相談、知的財産施策等） 

STATION Ai 会員 随 時 通 年 

メンター等による事業相談 STATION Ai 会員 随 時 通 年 

ギルド 

（会員同士が支援し合うコミュニ

ティの運営） 

STATION Ai 会員 随 時 通 年 

人材プールの管理・運営 

・採用戦略の構築支援 

・大企業人材に対するスタートア

ップへの研修出向の斡旋 

・スタートアップ採用特化の人材

マッチングイベントの開催 

スタートアップ、

スタートアップ

で働きたい者、大

企業人材 

随 時 通 年 
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(２) 特化型支援 

◎ 2024 年度事業概要 

① 社会人向けプログラム「ACTIVATION Lab」 

副業・兼業による起業家の発掘・育成を目的に、セミナーや勉強会、ワークショッ

プ、メンタリング等により、参加者への継続的な支援を実施。 

② 学生向けプログラム「STAPS(STATION
ステーション

 A i
エーアイ

 Program
プ ロ グ ラ ム

 for
フォー

 Students
ステューデント

)」 

主に大学生をターゲットに、事業開発や仮説検証、メンタリング、ピッチコンテス

ト等を提供する短期集中プログラム「STAPS」を実施。「起業を当たり前の選択肢に」

をテーマに掲げ、学生の参加しやすい夏・春の年２期実施。 

③ プレシード向け支援プログラム「STATION Ai Catapult」 

創業直後からシードステージのスタートアップが、プログラム期間中に資金調達に

臨める状態に事業成長することを目指すプログラムで、スタートアップの成長ステー

ジに合わせて、30 名以上の投資家に相談することが可能。 

④ 重点領域プログラム 「Aichi Manufacturing Acceleration Program」・「Aichi GX 

Acceleration Program」 

Manufacturing や GX を重点領域として定め、地域経営資源を活用したスタートア

ップの成長を加速させるため、総合的な事業成長サポートや、県内企業とのマッチン

グ・実証実験支援、コミュニティを形成。 

⑤ オープンイノベーション支援プログラム「SKIP Focus（STATION
ステーション

 A i
エーアイ

  Kinetic
キネティック

 

Innovation
イ ノ ベ ー シ ョ ン

 Program
プ ロ グ ラ ム

）」 

事業会社を対象に、オープンイノベーションを推進する人材の育成や、スタートア

ップとの協業を支援するプログラムを実施。 

 

◎ 事業の成果 

項目 内 容 

特化型支援による

成果 

・ACTIVATION Lab 

 セミナー・ワークショップ参加者数 505 名 

 メンタリング参加者数 19 名 

・STAPS 

参加者数 27 チーム 62 名(夏期)、28 チーム 56 名(春期) 

・STATION Ai Catapult 16 社採択 

・重点領域プログラム Manufacturing・GX 各５社採択 

・ SKIP Focus  ６社採択 
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◎ 具体的な成果事例 

１ 

ACTIVATION Lab 第１期メンタリングに参加した青木
あ お き

俊
しゅん

輔
すけ

氏が、医療・介護従事者

の書類送付業務の負担を軽減し、患者や利用者と向き合う時間を確保できるツールを

提供する「株式会社MEDISY
メディシー

」（名古屋市昭和区）を法人設立。STATION Ai 会員とな

り継続支援を実施。 

２ 

2025 年夏 STAPS に参加した原田
は ら だ

優
ゆう

輝
き

氏が動画コンテンツに対する質問応答 AI シス

テム「VideoQ
ビデオキュー

」を開発。教育プラットフォームでの学習効率向上と企業研修への展開

を目指す株式会社coevoAI
コエボエーアイ

（高浜市）を法人設立。STATION Ai 会員となり継続支援を

実施。 

 

◎ 2025 年度事業について 

内容 
回数 

（予定） 

実施日 

(予定) 

ACTIVATION Lab 

セミナー 年２回実施 
５月頃 

10 月～２月頃 

勉強会 年２回実施 
６月頃 

10 月～２月頃 

ワークショップ 年２回実施 
７月頃 

10 月～２月頃 

メンタリング 年２期実施 
７月～10 月頃 

12 月～３月頃 

STAPS  

夏期開催 全６日間 ８月～９月頃 

春期開催 全６日間 ２月～３月頃 

領域特化プログラム 

Aichi Manufacturing  

Acceleration Program 
年１期実施 10 月～３月頃 

Aichi GX Acceleration  

Program 
年１期実施 10 月～３月頃 

SKIP Focus 
オープンイノベーション 

プログラム 
年２期実施 ５月～未定 

 

２ エコシステム形成事業 

愛知県では、STATION Ai を中核としたスタートアップ・エコシステムの形成に向けた多

様な取組を行っています。 

 

(１) あいちスタートアップスクール 

小中高生を対象に、模擬会社設立ワークショップなど、各世代に応じた起業家育成プ

ログラムを実施しました。 
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◎ 2024 年度事業概要 

① 小中学生向け起業家育成プログラム 

小中学生を対象に、起業家による講演や模擬会社設立ワークショップを実施。プロ

グラムを通じて、新しい価値を創造する力を育み、他者と協働しながら自分の考えを

持って課題解決に取り組む人材を育成。 

 

② 高校生・高専生向け起業家育成プログラム 

基礎編・応用編に分けプログラムを実施。基礎編では、起業家講演により起業の実

例を学ぶとともに、ビジネスアイデアを立案するグループワークを実施。応用編では、

自分が実現したい事業アイデアを実現性の高いプランに仕上げるために、起業家によ

る講演やメンターによるアドバイスを実施。 

 

③ 出張授業 

高校生等を対象に、多様なキャリアの選択肢を知る機会や、どのような職業につい

ても必要となるアントレプレナーシップ（チャレンジ精神、創造性等）の重要性を理

解する機会を提供。県内の高校等に対し、総合的な探究の時間等で起業家等による出

張授業を実施。 

 

◎ 事業の成果 

項目 内 容 

小学生プログラム 

中学生プログラム 

高校生基礎編プログラム 

高校生応用編プログラム 

出張授業 

参加者数：251 名 

参加者数：61 名 

参加者数：14 名 

参加者数：10 名 

15 校 参加者数：2,960 名 

 

◎ 2025 年度事業について 

2024 年度に引き続き、新たな価値を創造する若年層の人材発掘・育成に向け、小中高

生が早期に起業について知り、課題の発見や解決に向けた主体的な取組を取り入れたプ

ログラムを実施するとともに、出張授業を 20 校に拡充し更なる若年層の起業に対する意

識の醸成を図ります。 

内容 会場数 募集期間(予定) 実施日(予定) 

小学生プログラム 

（３時間コース） 
４会場 

６月中旬～ 

７月下旬 
８月 

中学生プログラム 

（２日間コース） 
４会場 

６月中旬～ 

７月中旬 
７月 

高校生基礎編プログラム 

（４日間コース） 
３会場 

６月中旬～ 

８月初旬 
８月 
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高校生応用編プログラム 

（４日間コース） 
１会場 

６月中旬～ 

10 月中旬 
10 月～12 月 

出張授業 20 校 ４月～10 月 ６月～２月 

 

(２) AICHI STARTUP BATTLE 

◎ 2024 年度事業概要 

起業確度が高い者等を対象として、知見・資金両面でサポートする、起業支援一体型

の起業家ビジネスプランコンテストを実施しました。 

① アクセラレーションステージ 

革新的なアイデアで起業しようとする者が、起業に必要な知識を身に付けるととも

に、各自のアイデアを先輩起業家等によるアドバイスを受けながらブラッシュアップ

する場を提供。 

② コンテストステージ 

ビジネスプランコンテストへの登壇に向けた、ピッチスキルのブラッシュアップ等

を支援するとともに、プログラム参加者の状況に応じたメンターによる個別面談（メ

ンタリング）を実施。さらに STATION Ai において、賞金付きのビジネスプランを発表

する場を提供し、資金調達等の事業展開を支援。 

 

◎ 事業の成果 

項目 内 容 

アクセラレーションステージ 

コンテストステージ 

応募者数：54 名 プログラム参加者数：19 名 

登壇者数：10 名 コンテスト観覧者数：79 名 

 

◎ 具体的な成果事例 

会社名等 事業概要 

株式会社GEMBA
ゲ ン バ

 

（優勝：賞金 300 万円） 

モノづくり企業の現場巡回作業をデジタル化して現場改善

を滑らかに加速する DX サービス「デジパト」 

株式会社yolidoli
ヨ リ ド リ

 

（２位：賞金 200 万円） 

日本の高品質な医療を中国人向けにオンラインで予約から

決済まで提供する医療ツーリズム予約プラットフォーム 

株式会社IZANA
イ ザ ナ

 

（３位：賞金 100 万円） 
どこでも使える、超高感度磁気センサ 

 

◎ 2025 年度事業について 

2024 年度に引き続き、ビジネスアイデアのブラッシュアップ及び、ピッチスキルの向

上やメンタリングを通じて事業化の後押しを継続して実施するとともに、資金調達や事

業連携の機会を創出するビジネスプラン発表の場を提供することで、地域から世界に羽

ばたくスタートアップの創出と成長支援を一層強化していきます。 
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内容 実施日(予定) 

事業募集・説明会・選考 ６月～８月 

アクセラレーションステージ ８月～10 月 

コンテストステージ 11 月～１月 

ビジネスコンテスト ２月 

 

(３) AICHI NEXT UNICORN LEAGUE 

◎ 2024 年度事業概要 

ユニコーン企業となり得る成長見込みの高いスタートアップに対して賞金付きのピッ

チコンテストを３回開催し、事業推進に必要な資金を支援しました。 

 

◎ 事業の成果 

内 容 

【シーズン１：テーマ 産業イノベーション】 

応募者：62 名 登壇者数：10 名 観覧者数：151 名 

【シーズン２：テーマ ソーシャルイノベーション】 

応募者：87 名 登壇者数：10 名 観覧者数：142 名 

【シーズン３：テーマ グローバルトレンド】 

応募者：79 名 登壇者数：10 名 観覧者数：160 名 

※シーズン３はTechGALA
テ ッ ク ガ ラ

 Japan
ジ ャ パ ン

内で実施 

 

◎ 具体的な成果事例 

会社名等 事業概要 

匠技研工業株式会社 

（シーズン１ 優勝：賞金 500 万円） 

工場経営の根幹である「値決め」を DX する

オールインワン・システム「匠フォース」 

株式会社FACTORYX
ファクトリーエックス

 

（シーズン１ ２位：賞金 300 万円） 

生産性・収益性を向上させる「在庫戦略モデ

ル」の開発・展開 

株式会社Quastella
ク オ ス テ ラ

 

（シーズン１ ３位：賞金 200 万円） 
AI 品質管理で細胞産業に革命を 

アイティップス株式会社 

（シーズン２ 優勝：賞金 500 万円） 
日本の現場とインドの職人を繋ぐ「oyakata

オ ヤ カ タ

」 

株式会社CaTe
カ テ

 

（シーズン２ ２位：賞金 300 万円） 

心疾患などの様々な疾患を改善する運動と

医療のプラットフォーム 

株式会社チャイルドサポート 

（シーズン２ ３位：賞金 200 万円） 

LINE で始める養育費請求＆あんしん養育費

支払保証 

Sotas
ソ ー タ ス

株式会社 

（シーズン３ 優勝：賞金 1,000 万円） 

化学産業をネクスト自動車へ、日本初の化学

Eコマースを創出 
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◎ 2025 年度事業について 

2024 年度に引き続き、ユニコーン企業となり得る高い成長ポテンシャルを有するスタ

ートアップを対象に、賞金付きピッチコンテスト（３回）を継続して開催し、各回のテ

ーマに応じた事業領域での挑戦を後押しするとともに、資金調達や事業提携の機会を創

出することで、次世代を担う有望なスタートアップの誘引と飛躍的な成長を支援してい

きます。 

 

(４) あいちスタートアップ創業支援事業費補助金（起業支援金） 

◎ 2024 年度事業概要 

スタートアップにとって最重要課題の１つである資金について、起業支援金による直

接支援を実施。また、起業支援金支給に留まらず、伴走支援を併せて実施し、起業後の

成長に効果的に寄与しました。 

 

◎ 事業の成果 

内 容 

応募件数：117 件 起業件数：18 件  

 

◎ 2025 年度事業について 

スタートアップ創出のため資金面の支援を拡充すべく、採択数を 20 件から 30 件に増

加し、支援体制を強化します。 

内容 実施日(予定) 

説明会・公募期間 ５月～６月 

交付決定 ７月 

補助対象事業期間 ７月～１月 

 

(５) 東海研究開発 1号投資事業有限責任組合への出資 

◎ 2024 年度事業概要 

名古屋大学と岐阜大学を運営する東海国立大学機構が、同機構の孫会社である株式会

社 Central Japan Innovation Capital を通じて組成する「東海研究開発 1号ファン

ド」に対し、愛知県が 5億円を出資しました。ファンドへの出資を通し、ディープテッ

クスタートアップの育成及び大学の研究成果の社会実装を支援します。 

 

(６) AICHI DEEPTECH LAUNCHPAD  

◎ 2024 年事業概要 

破壊的イノベーションを創出し、社会課題を解決する可能性が高いディープテックス

タートアップの技術の社会実装支援を実施しました。 
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① アクセラレーション 

愛知県の産業構造と親和性の高いディープテックスタートアップを募集。６社（研

究開発費支援あり：２社、支給なし：４社）を採択し、各分野の専門家による伴走支

援、競争的資金獲得等の総合的な成長サポート、コミュニティ形成等を実施。 

＜全採択スタートアップ共通＞ 

・スタートアップ支援の専門家や各産業の専門家によるメンタリング・伴走支援 

・事業会社（特に愛知県企業）とのマッチング機会の提供 

・今後の資金調達や公的資金（特に NEDO 等の事業）の獲得に向けた支援 

・経営戦略・コミュニケーション・資金調達等の教育プログラム 

・デモデイにおける発表機会の提供 

 

＜研究開発費支援の採択スタートアップのみ＞ 

・最大 4,000 万円の研究開発費の支援 

・ディープテックスタートアップ支援の専門家による研究開発サポート 

 

② ファンダメンタルサポート 

「経営に必要なマインドスキル」、「人材採用・文化づくり」、「知財・法務戦

略」、「資金調達」等をテーマにディープテックスタートアップ経営スキル向上に向

けた公開講座を県内大学に出向いて学生や教員向けに実施。またミートアップイベン

トを開催し、ディープテック関係者のネットワークづくりを実施。 

 

◎ 事業の成果 

支援の結果、採択各社の(i)事業成長に必要な知見の獲得による事業成長、(ⅱ)パー

トナー候補企業や投資家とのネットワーク形成、（ⅲ）県内外事業会社や県内外大学と

共同研究開始（ⅳ）投資家との資金調達交渉が大幅に前進などの効果が見られました。

これらの進捗は事業内の３度のミートアップや事業外のイベントやカンファレンスで発

表されました。 

 

◎ 具体的な成果事例 

会社名 事業概要 

イルミメディカル株式会社 

（医療機器） 

JSR 株式会社等との共同研究契約締結(2024 年 10 月) 

東洋経済「すごいベンチャー100」に選出(2024 年９月) 

株式会社ソラマテリアル 

（素材） 

イノベーションリーダーズサミット2024 にて最優秀賞受賞 

(2024 年 12 月) 

株式会社Helical
ヘ リ カ ル

 Fusion
フュージョン

 

（環境・エネルギー） 

Invetor
インベスター

 Day
デ イ

 Associated
ア ソ シエ イテ ッ ド

 with
ウ ィ ズ

 SusHiTech
ス シ テ ッ ク

 Tokyo
トウキョウ

 海外投

資家向けピッチコンテスト優勝等多数受賞 

(2024 年５月) 

株式会社FerroptoCure
フ ェ ロ ト キ ュ ア

 

（製薬） 

県内外大学との共同研究締結 

東洋経済「すごいベンチャー100」に選出(2024 年９月) 



12 
 

 

◎ 2025 年度事業について 

破壊的イノベーションを創造、社会課題を解決する可能性の高いディープテックスタ

ートアップを創出するため、引き続き、アクセラレーションとファンダメンタルサポー

トを実施します。また、2023・2024 年度採択されたスタートアップについても継続して

成長サポートを行います。 

 

(７) ダイバーシティ推進事業（2025 年度新規） 

◎ 2025 年度事業について 

本事業は、STATION Ai の開設を契機に、スタートアップに関する多様な人材の集積と

交流を促進し、イノベーション創出の基盤を強化することを目的とし、女性起業家や研究

者、学生を対象に、ダイバーシティ推進に資するプログラムを実施します。テーマに応じ

た KPI の設定や、コーディネーターの配置、ワークショップの開催などを通じて、実効性

の高い支援体制を構築します。 

 

(８) TechGALA Japan 

◎ 2024 年度事業概要 

国内外のスタートアップ、事業会社、投資家、研究機関など多様なステークホルダー

が一堂に会し、最先端の技術やビジネスに関する知見を共有するとともに、国際的なネ

ットワークの構築や協業の機会を創出する場である「TechGALA Japan」を 2024 年度に

初開催しました。 

① コンセプト・イベント名 

  地球の未来を拓くテクノロジーの祭典「TechGALA Japan」 

※GALA はフランス語で「祭典」を意味し、イベント名全体として「テクノロジーの祭典」を表す 

② 会期・会場 

・会期：2025 年２月４日（火）から２月６日（木）まで（３日間） 

・会場：［１、２日目］栄地区（中日ビル、ナディアパーク、オアシス 21 など） 

［３日目］   鶴舞地区（STATION Ai） 

③ コンテンツ 

・著名スピーカーによるキーノートスピーチ 

・国内外のスタートアップや事業会社、投資家等によるセッション 

・国内外のスタートアップによるピッチコンテスト 

・商談のきっかけを創出する企業展示 

・事業会社とスタートアップによるスピードディティング（商談会） 

・サイドイベント（TechGALA の参加者が、自主的に企画・運営するイベント） 
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◎ 事業の成果 

項目 内容 項目 内容 

登録者数 5,662 名 セッション数 103 回 

来場者数 5,017 名 企業展示数 142 社 

総セッション参加者数 9,637 名 サイドイベント数 90 件 

商談数 832 件 来場メディア数 41 社 

 

◎ 2025 年度事業について 

2024 年度に引き続き、2026 年 1 月に「TechGALA Japan 2026」を開催します。 

・会期：2026 年１月 27 日（火）から１月 29 日（木）まで（３日間） 

・会場：［１、２日目］栄地区（中日ビル、ナディアパーク、オアシス 21 など） 

［３日目］   鶴舞地区（STATION Ai） 

・実施主体：Central
セ ン ト ラ ル

 Japan
ジ ャ パ ン

 Startup
スタートアップ

 Ecosystem
エ コ シ ス テ ム

 Consortium
コ ン ソ ー シ ア ム

※ 

※構成組織：愛知県、名古屋市（事務局）、浜松市、一般社団法人中部経済連合会、

名古屋大学、岐阜県、三重県、静岡県をはじめ 327 企業・団体・大学等 

 

(９) 県内連携（STATION Ai パートナー拠点事業） 

◎ 2024 年度事業の概要 

愛知県内各地域において、主体的にスタートアップ支援に取り組む機関を「STATION 

Ai パートナー拠点」と位置づけ、県内全域にわたるスタートアップ・エコシステム形成

を促進しました。 

① エコシステム形成支援統括マネージャー設置事業 

県内各地域を支援する統括マネージャーを３名配置し、自治体やスタートアップ支

援機関等（以下「自治体等」という。）を対象に、支援プログラムの実施や地域の実情

に応じたアドバイザリー業務を実施。 

・スタートアップと地域のビジネス共創プログラムの実施（実践の場） 

自治体等を対象に、スタートアップ支援の実践機会を提供するためのプログラムと

して、「AICHI CO
コー

-CREATION
クリエーション

 STARTUP PROGRAM2024」を実施。 

・中部イノベーションコミュニティの実施（学びの場） 

自治体等を対象に、ワークショップ、マッチング、分科会などを通して、スタートア

ップとの共創に向けた学びやスタートアップと交流ができる機会を提供。 

 

② パートナー拠点エリアスタートアップ機運醸成支援事業 

県内各地域で行われてきたスタートアップ・エコシステムの形成に向けた取組の発

表を行うとともに、自治体等とスタートアップとの共創可能性について、地域の垣根

を越えて議論するイベントを開催。 
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◎ 事業の成果 

内 容 実績 

ビジネス共創プログラムにおける参加自治体・支援機関等 47 団体 

中部イノベーションコミュニティにおけるワークショップ等の開催 12 回 

「あいちスタートアップ・エコシステム共創カイギ」の参加者 155 名 

 

◎ 具体的な成果事例 

東三河スタートアップ推進協議会、及び大府市・東浦町を中心とするウェルネスバレ

ー推進協議会に続き、2024 年 11 月に、刈谷地域において中小企業のイノベーション創

出、推進やスタートアップ企業との連携、共創に取り組む「刈谷イノベーション推進プ

ラットフォーム」をパートナー拠点に位置付けました。 

 

◎ 2025 年度事業について 

統括マネージャーを３名配置し、パートナー拠点の設立促進に向けて以下のプログラ

ムを実施します。 

内 容 
実施期間 

（予定） 

自治体等にスタートアップ支援の実践機会を提供し、スタートアップ

と地域の自治体等とのビジネス共創プログラム「AICHI CO-CREATION 

STARTUP PROGRAM2025」の実施 

４月～３月 

スタートアップや自治体等が定常的に接点構築できるコミュニティ

の運営と、コミュニティ内での勉強会及び交流会の実施 
４月～３月 

パートナー拠点がスタートアップ・エコシステムの形成に向けて取り

組んだ成果を打ち出すイベントの実施 
1 月 

 

(10) 県外連携 

① 東京都との連携・協力に関する協定を締結（2024 年 12 月） 

「STATION Ai」と「Tokyo
トウキョウ

 Innovation
イ ノ ベ ー シ ョ ン

 Base
ベ ー ス

」という、スタートアップ・エコシステ

テムの核となる２つ拠点の連携を始め、愛知県と東京都がともに革新的なビジネスモデ

ルを生み出すことにより、世界中から多くの投資家や企業を誘引する国際イノベーショ

ン都市の形成を目指します。 

 

② 京都大学イノベーションキャピタル株式会社と連携協定締結（2024 年７月） 

スタートアップの支援・育成分野において、スタートアップの成長に向けた支援と投

資の積極的な推進を図り、スタートアップによるイノベーションの創出を目指します。 

  

  



15 
 

（参考１）STATION Ai について                    
  

＜ 概 要 ＞ 

 

 

 

 

 

＜ 施設機能 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ フロアマップ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 名古屋市昭和区鶴舞 1 丁目 2 番 32 号 

面 積 敷地面積 約 7,300 ㎡、延床面積 約 23,600 ㎡ 

施 設 内 容 

鉄骨造地上７階 
スタートアップ・パートナー企業等向けオフィス、 
テックラボ、イベントスペース、宿泊施設、 
託児施設、カフェ・レストラン、あいち創業館 等 

 

スタートアップやパートナー企業向けに、用途に応じたオフィス会員プランの提供

及び、スタートアップ支援拠点として価値を向上するための会議室等の貸し出し、テ

ックラボ等の各種サービスの提供を提供する。 
また、オフィスの用途だけでなく、一般の方も利用できる会議室や飲食スペースな

どを設けることで、地域住民のコミュニティ形成を促進する。 
加えて、遠方からの滞在を想定した宿泊施設を設置するとともに、子育てと事業成

長の両立を支援するために託児施設の運営、コンビニエンスストアや駐車場・駐輪場

の運営も行い、来訪者の利便性が高い施設となっている。 
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（参考２）PRE-STATION Ai について                      

 ○ 運営機関：2020 年１月 16 日（2020 年１月 16 日に「STATION Ai 早期支援拠点」とし

て開設した後、STATION Ai の主要機能を概ね備えるために新たな機能を充

実して、2021 年４月１日に「PRE-STATION Ai」に改称）。2024 年 9 月をも

って閉鎖。 

 ○ 場  所：WeWork グローバルゲート名古屋(名古屋市中村区平池４-60-12) 

 


